






リサーチ・クエスチョン

1)母乳哺育の確立と断乳の時期

2)母乳内内因性物質の乳児の健康への影響はどうか

3)母乳内外因性物質の乳児の健康への影響はどうか

研究結果の活用方法

①育児の根幹は母乳哺育であることを周知徹底すると同時に、その成否の鍵となる出生直

後の早期頻回授乳とそれを可能にする母児同室とその後の母乳哺育維持と円滑な断乳を支

援する体制を早急に実現することが出来る様国を挙げて取り組む必要がある。

②新生児乳児の細菌性髄膜炎は抗生物質療法が発達した今日といえども一旦発症すれば予

後不良で後天的中枢神経障害のもっとも多い原因である。この予防における母乳栄養の意

義を明らかにすることは極めて重要である。

③母乳黄疸の鑑別がもっとも問題となる先天性胆道閉鎖症は本邦では頻度が高く治療にも

っとも難渋する疾患で早期手術以外に治療方法は無いが、この疾患と黄色人種に非常に多

い母乳黄疸との鑑別が重要で、1 ヵ月健診で尿中ビリルビンのチェック法を確立すること

の重要性が証明された。

④食物連鎖の頂点に立つ人間特に母乳摂取する乳児の安全な環境を保持する為の啓蒙の重

要性が明らかになった。


